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Constructing a Lesson Plan for the Purpose of Raising Nature as a Political Citizen 








































































































































生物学的過程 (thebiological process of th巴humanbody)、人間存在の非自然性 (theunnaturalness of human郎副
istence)、多数性 (plurality)の3つである。それぞれの条件に対花、して、 3つの活動力がある。それは、


















































































































































































































































































































































































-このように憲法9条の解釈が変化し 18 変化する 1.想定する戦争が変化してきたからである。























-その一方で、大きく異なった主張が 120 憲法の競 -現状を違憲とまで、は言わないが、憲法の規範





















際協力、 29価値観の転換、 30平和的生存権、 32
自衛権の誤りの6つである。





























-平和実現の基本方策を論点とする場 121 武装によ 1.21武装による平和と27戦争の要闘がある。戦
合、現実主義的立場の主張をサポート i る平和 |争の可能性がなくならないのであれば、武装に
する資料は伺か。 127 戦争の要|よる平和を選択することになる。
国
・同様に、理想主義的立場の主張をサ 132 自衛権の 1.32自衛権の誤りと29価値観の転換がある。自
ポートする資料は何か。 1 誤り |衛権は誤った考え方であり、価値観の転換を来
29 価値観の|たした日本こそが理想的に平和を追求すること
転換 !になる 0
・留際貢献のあり方を論点とする場 123 N A T 0 1 . 23N A T 0の戦略的転換、 26勝利者の損失が
合、現実主義的立場の主張をサポート| の戦略的転 iある o NATOのような国際機構が人権等の擁
する資料は何か。 1 換 |護に転換し、戦争の勝利者も損失が大きいなら
26 勝利者の 1~軍事的国際貢献も必要で、、効果があるというこ
損失 iとになる0






















-現実主義的立場は、基本的な主張を 131 穏和な平 1・自衛力を憲法に明記し、保持するべきである。


















・現実主義的立場は、理想主義的立場 126 勝利者の 1・絶対的に強い箪隊が必要だと考えるのは正し






























































-白衛力の課持、明示の主張は反論に 118 変化する 1.十分に反論に耐えているとは言えない。なぜ
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